
令和 6 年度第３回名古屋市子どもいきいき学校づくり推進審議会 会議録 

 

１ 日時  令和 6 年 12 月 24 日（火）午前 10 時～午前 11 時 20 分 

 

２ 場所  名古屋市公館 4 階 大会議室 

 

３ 出席者 審議会委員 土屋 武志  会長 

南部 初世  委員 

津金 美智子 委員 

            小松 尚   委員 

            山本 秀雄  委員 

            中田 俊夫  委員 

            尾関 利昌  委員 

田添 千裕  委員 

            梶野 渚   委員 

            纐纈 みどり 委員 

            加藤 雅士  委員 

      事務局   総務部長はじめ 11 名 

 

４ 傍聴者数 4 名 

 

５ 議題 

 ・柴田小学校と千鳥小学校及び白水小学校の統合に関する個別プランについて（諮問）

（公開） 

 ・その他 

 

６ 議事 
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 お待たせいたしました。定刻となりましたので、ただいまより、名古

屋市子どもいきいき学校づくり推進審議会を開催いたします。私は進行

役を務めさせていただきます教育委員会事務局教育環境整備課長の鈴

木と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

本日は、全委員が出席していただいており、名古屋市子どもいきいき

学校づくり推進審議会条例第 7 条第 2 項により、本会議が成立しており

ますことをご報告いたします。 

開会にあたり 3 点ご案内を申し上げます。 

1 点目は、ご発言される際のお願いについてです。机上に有線マイク

または無線マイクを置かせていただいております。お一人ずつマイクを

ご用意できていないため、恐れ入りますが、ご発言の際にはお二人また

、 
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は三人の方でマイクをお使いいただきますよう、お願いいたします。2 点

目は災害が発生した時の対応についてです。万一災害が起きた場合の対

応ですが、入室された出入口から職員の指示に従って避難していただき

ますようお願いいたします。 

3 点目は会議の公開についてでございます。本審議会は、名古屋市情

報公開条例第 36 条の規定により、公開が原則となっております。その

ため、非公開情報を審議する場合などを除き、公開とさせていただくこ

とをご了承いただきたく存じます。 

本日の傍聴者は 4 名です。傍聴される方にお願いいたします。名古屋

市子どもいきいき学校づくり審議会の会議の傍聴要項の規定により、傍

聴者は静粛を旨として、配付した資料「傍聴者の方に」に記載のある、

会議場における言論に対して拍手その他の手法により公然と可否を表

明しないことや、会場内では、写真、ビデオ等の撮影、録音等は行わな

いこと等を遵守していただき、円滑な議事運営にご協力ください。 

それでは開会いたします。初めに、総務部長の木村よりごあいさつを

申し上げます。 

 

（あいさつ） 

 

他の公務の都合により、部長はここで退席させていただきます。 

それでは、本日の審議会の資料の確認をさせていただきます。 

 

（資料確認） 

 

 これより先は、土屋会長に議事進行をお願いいたしたく存じます。 

 

次第に入る前に、審議会宛てに１件請願がございました。 

 なお、請願者からの口頭陳述を行いたい旨の申し出はありませんで

した。 

それでは、請願の審査に入ります。まず、事務局から説明をお願い

いたします。 

 

お手元に配布の通り、１件の請願がございます。読み上げてご説明さ

せていただきます。 

 （事務局による説明） 

  

 事務局の方から補足説明をさせていただきます。 

今回の統合案においては、統合する学校の校舎等を新たに建て替えるこ

とを予定をしています。予定をしておりますが、請願者の主旨といたし

ましては、建て替え工事の設計図がないと詳細がわからないということ 
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で、統合に合意する判断ができないという主旨でございます。なお、我々

として、建て替え工事の設計を行うタイミングにつきましては、最終的

に教育委員会として統合を決定して予算化を諮った以降という形にな

ります。また、そのことを、請願者に対しては説明を行っているという

状況でございます。事務局からの説明は以上となります。 

 

説明が終わりましたので、ご意見、ご質問がありましたらお願いしま

す。 

 よろしいでしょうか。 

 令和６年度名古屋市子どもいきいき学校づくり推進審議会請願第１

号について、会議の運営上の関係もありますことから、「ご意見として

承る」ということでいかがでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

 ご異議なしと認め、ご意見として承るように取り扱わせていただき

ます。 

 

 それでは本日の審議に入らせていただきます。次第１「柴田小学校と

千鳥小学校及び白水小学校の統合に関する個別プラン（諮問）」につい

て、事務局から説明をお願いいたします。 

 

（説明） 

 

ありがとうございました。 

 これまでも、小学校の統合に関する審議を進めてまいりましたが、

【新しい学校づくり】、【施設整備】、【統合に向けた交流連携】、【通学

安全】といった観点からご意見をいただいてきたかと思います。今回

も、そういった観点からご意見をいただければと思います。 

それでは、委員の皆様からご意見・ご質問があれば、よろしくお願

いいたします。 

 

前回、平田小と浮野小の時も意見を言わせていただきました。ぜひ今

後も統合を進めるうえで、子どもの学びを保証するような形、子どもの

学びが止まらないような形で進めていただきたいということを一教諭

として意見、要望をさせていただければと思いますが、様々地域の方か

らのご意見もありましたが、小規模校というところをいわゆる単学級と

考えたところで、結果的に少人数学級が成立するということで、きめ細

かい指導ができるといったメリットがあると思う一方、日々学校生活を

送る中で子どもたちの人間関係が固定化されたりだとか、仮に子どもた

ちの関係の中で上手くいかなくなった場合について、解決できなかった
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時に学校生活に不安を覚えたりだとか、それを見守る保護者の方も同時

に不安を感じることになるのかと思います。なので、私としても子ども

たちの実態に応じて学級編成ができる規模が望ましいのではないかと

思っています。いずれにしても今後議論を進めていくうえで、子どもた

ちの生活を中心に据えた視点で丁寧に保護者の方や地域の方々の理解

を得ていただきながら、議論を進めていただきたいと思います。 

 

今の意見に補足なりご意見あれば。 

 

今の補足といいますか、やはり少人数だからきめ細やかに見られると

いうのは非常にメリットとしてあると思いますが、いろんな子と関わ

る、違った子といろいろな体験をやっていくというのは、小学校の段階

では本当に大切なことです。それは人間関係がこじれたから分けられる

ということだけでなく、よりよい人間関係を築いていくためにも大切で

す。先ほど知らない人達の中でというのが懸念の声として上がっていま

したが、出だし４月に知らない子たちの中に入って、そこでいろいろと

自分に合う人とか、少し距離を置く人とかグループ化をはかっていく。

そしてまた次の年にその経験を生かして新たな人間関係を構築してい

くというのは、小学校においては本当に大切な学びになると思っており

ます。そうすると、どうしても学級編成ができる規模というのが必要で、

今回の統合というのは、一小一中になってしまい、それはひとつ懸念材

料としてあるのかなと思いますが、その一小一中というものと、それで

も小学校の時に何クラスかあって、きちんと安定した学級編成がやって

いけると考えた時には、やはり小学校の段階で学級編成ができる規模で

やっていくということは望ましいのではないかなと小学校に勤めるも

のとしては思います。 

 

お二人の委員から出ましたご意見に本当に同感でございます。幼児教

育に関わっている関係で、やはり幼児教育から小学校教育に繋がってい

く時期は、とても重要な時期です。お二人の委員から出ました、多様な

体験をするということ、子どもたちが体験を積み重ねていくことはとて

も大事なことで、その体験を通して多様な人々と関わるということが人

間関係にはとても重要なことと思っております。その中で、小学校は、

様々な先生方、小学校を取り巻く地域の方々にあたたかく見守られて、

そして地域に関わるという中でいろいろな人と繋がりを作っていくと

ても重要な場であるかなと考えております。先ほど学びの繋がりという

か、学びを止めないということもおっしゃってくださいました。今の子

どもたちが将来大人になっていく時代はどんな時代になっているかと

いうと、AI が非常に利活用されていくような時代になっていくかなと思

いますと、小学校における学校の ICT に関わる環境整備といったものも
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必要になってくるかと思いますので、そういった視点からも検討してい

ただければと思っております。 

 

いかがでしょうか。この審議会が始まるときに、学級編成であまりに

も小規模だと、学びの質をこれ以上充実させていくこともなかなか支障

があるということで多様な人間関係作りとか、多様な人たちとの関係性

というものが非常に貴重であるということで、専門的な意見を賜ったう

えでこの審議会を進めているということでございますので、必ず心配な

部分が出てくるとは思いますが、小規模の方がいいのではないかという

ご心配というか、そちらの方がいいんじゃないかというご意見も出てく

る訳ですけれども、やはり日本の学校の特徴は、授業だけでなく特別活

動とか行事とかいろいろなものがあって、それを充実させるという意味

ではある程度の学校規模という前提があると思います。教育委員会の方

でも、そのような説明、学びの充実の規模というか地域との対話の中で

の教育委員会としても方針があると思っていますが、そういうことでよ

ろしいか。確認させていただければ思います。 

 

今、学校の規模について地域の方へどのような説明をしているかとい

うご質問いただきました。我々子どもいきいき学校づくり計画というも

のを令和元年度に策定して、学校の方にもこういった計画があると周知

をさせていただいているところでございます。今様々委員の方からご意

見いただきましたけれども、確かに小規模校の方が人数が少なくて一人

一人目が行き届きやすいと言ったメリットがあろうかと思いますけれ

ども、会長さんのおっしゃられたように学校行事をはじめとして、音楽

の授業ですとか体育の授業とかで規模そのものが課題となって活動に

が制限されることも生じます。統合によって、クラス替えができるよう

になるという規模が確保される中で、人間関係の固定化を解消したりで

すとか、新しい友達ができるということで、一人一人の子どもたちが目

を輝かせて学校に来ることができるのかなと考えまして、我々といたし

ましてはこの計画を進めているというところでございます。 

これまでに計画に基づいて開校いたしました、中区丸の内小学校でも

アンケートをとっておりますが、参考資料の３の裏面の方にアンケート

結果を載せておりますが、令和５年４月に統合、開校した丸の内小のア

ンケート結果ということで、子どもにとったアンケートで人数が増えた

けれどもどう思いますかという質問に対して、良かった、まあまあ良か

ったいう回答が８～９割占めていることもありますし、保護者の方も通

学の心配もいただいていたかと思いますけれども、慣れましたかという

質問に対しては、慣れたという回答をいただいております。こうしたと

ころから、我々としましても統合開校した学校の児童の方、保護者の方

からも統合してよかったというご意見をいただいておるところでござ
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いますので、今後も学校規模の確保によって子どもたちの教育環境の確

保をより望ましいものにしていきたいと考えております。 

 

ありがとうございます。参考資料の一番後ろの丸の内小のアンケート

結果という事でした。これでもよくなかったとか、あまりよくなかった

とか、学校の授業作りとか学校作りとか我々の範疇は超えますが、その

後の学校作りは指導部との連携はとりながら進めていると理解してよ

ろしいでしょうか。 

 

学校の教員を続けていたという経験をもとに話をさせていただきま

す。今、名古屋の学校は全体として、コンパスプランということで学習

を進めていくことになっています。そのなかでどの学校も取り組んでい

るところでありますが、画一一斉な学びだけではなくてそこから脱却を

して、個別最適化、それぞれ自分で課題を見つけることや、学び方も自

分で決める、学ぶ場所も自分で決めるということを進めていると思いま

すので、統合校も同じようにそういった学びをやっていただいていると

捉えています。 

先ほどの委員の皆さんからの話の中で付け足しさせていただくと、小

規模校は一定程度子どもの数がとっても少なくなれば目が行き届きや

すいということはありますが、それが２クラスや１クラスの１２学級よ

り少し学級数が少ない場合には、人数が多い学級は３５人に近いたくさ

んの人数を先生一人で見ないといけない。逆に２クラスに分かれる学級

は２０人そこそこの人数になっていくということで小さくなりすぎて

しまうと一定程度目が行き届くという事はありますが、何が自分として

大事なのかと考えると、行事とかそういった場面で、たくさんの人数の

中で子どもたちがいろいろな経験で悩み、課題を解決していくことで、

子どもたちの成長は大きいものがあると思うんです。なので規模として

は、一定の規模があるということはとても大事なのではないかなと思っ

ています。あと、子どもたちにとって小規模であれば先生の数が限られ

た人数になってきてしまう。その中で一定の規模であれば、学級数も増

えるので先生の数も職員の数も増えていくことになります。そうすると

子どもたちが学校の中で関わる大人の数も増えてくる。先生の配置にし

ても男女バランスがとれたり、年齢もベテランから若手、中堅とバラン

スがとれた職員の配置もできていく。ということを考えると子どもがい

ろいろな大人と関わって成長していくためには一定の規模があるとい

うことがとても大切なことではないかと考えています。 

 

ありがとうございました。今回は３校を１つにするということ。今ま

での２校を１校にと違う部分もあるかと思うが、基本的に子ども中心で

統合は考えて今後進めていく、まずはここで統合するかどうかを決めな
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いと進めないと思いますので、統合するかどうかの審議がここで行われ

ているという状況ですので、統合校の取組みは教育委員会の方でされて

いくということで理解しました。今までの中でご質問やご意見はござい

ますでしょうか。 

 

幼稚園の保護者というところから意見させていただきます。教育の専

門ではないので、難しいことはわかりませんが、０歳、１歳、２歳の育

児の中で先回り育児という言葉を最近聞くようになってきて、親が子ど

もを守らなきゃいけないというところから、揉めそうになるとすぐに止

める。すべり台の上から行きたい子と上ってくる子がいたら、何か起き

る前に危ないよと止めてしまう。そういう事が、小学校に行って人数が

あまりにも少なすぎると、そこでも起きてしまうのではないかなと感じ

ました。クラスの中に１７人とか１６人しかいない状態でみんな子ども

たちを先生がみている状態で、ちょっとでも揉めそうな時に先生だった

ら止めるのかなと思いますし、それって経験を減らしているのかなと感

じますし、それはきめ細やかな対応になるのかなと思うと、やっぱり疑

問を感じます。１年生３０人、２年生以上３５人でお聞きしていますが、

そこの限度として先生が見る、子どもたちがその中で喧嘩したりとかい

ろんなことがあって成長していく中でしたら、あんまりにも人数が少な

い小さい学校って成長していけるのかなと疑問に感じました。 

 

これから小学校へ行かせる保護者の視点という事でございました。 

 

小学校、中学校の子どもを持つという経験からですが、やはり統合に

向けての話し合いの中で、ご意見にも上がっておりますが保護者の不安

としましては、やはり通学路が変更されていくことに不安を抱くと思い

ます。通学路に関しては、ＰＴＡの立場としては年間３回ほどパトロー

ルを行ったり、危険箇所マップを作ったりというような保護者も地域の

方に目を向けて活動しているところもございますので、そういった意見

も含めながら、地域に沿った安全対策をやっていただけるとありがたい

と思いますし、信号機のこともありましたが、歩車分離の信号機も増え

てきましたが、なかなか慣れないと事故を起こしてしまうということも

ございました。私の地域でも、今となってはとても安全に活用できてい

るところですが、新しい導入時については、そういった部分にも目を向

けていけるといいのかなというふうにも思います。また、通学路の距離

に関しては確かに距離が長くなり、猛暑が続く中での熱中症対策につい

て地域の方からのご意見もありますが、学校も熱中症対策に関しては

様々な取り組みをしております。日傘を使ったりとか、ネッククールを

巻いていこうねとかいろんな対策をしており、また地域の中で協力でき

るお店を増やしているということもあるかなと思います。子ども１１０
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番という活動もＰＴＡとして進めているところです。子どもたちが危険

な目にあって駆け込むのではなくて、何か困った時に駆け込める場所を

地域の中に作っていくという取り組みをしていくのも、あたたかい地域

で見守っていくという環境で育った子どもたちにはいいのかなと思い

ますので、子ども１１０番の設置を進めていくという取り組みもすすめ

ていただけたらなとも考えております。 

また、ＰＴＡとしてもそうですが、保護者同士のつながりというもの

が、少人数の中でとなってしまうと、意見がぶつかった時に何か固定し

てしまうということが出てきがちかなとも思いますので、大人もたくさ

ん交流できる場所を持つ、この３学区の中でたくさんの大人たちが交流

できる場所があるということが、一緒に子どもたちを育てていく場所に

なっていくのではないかなというふうにも思います。あと、学区のなか

で、小学校というのはとても大事な存在だと思います。小学校の統合を

進めていく中で、跡地の活用についてというところについても、防災の

観点からもそうですし、地域活動をする場所においても、地域に開かれ

た場所があるというのはとても地域の活性化にもつながっていくこと

だと思います。是非、そういった地域に根差した跡地の活用だったりと

か、場所となるようご理解を得られるように話し合いを進めていただけ

たらと感じております。   

 

柴田小、白水小、千鳥小の人数を見たときに、ちょうどいい気がしち

ゃったんです。私自身も、笹島小中学校で合併を経験しておりまして、

その当時は一桁とか１０何人の児童数だったので、もちろん反対意見も

ありましたが合併も仕方ないなと思ったんですが、柴田小学校の人数を

みると２０人台が結構ありますし、千鳥小学校の方は２学級の学年もあ

るということで、地域の人達の気持ちとするとまだしなくていいんじゃ

ないかという気持ちもあると思うんです。先ほど冒頭に伊勢湾台風の被

害が激しかったという話も聞きましたので、たぶんこの３学区は、とて

も防災意識もすごく高くて地域で子どもたちを守っているというプラ

イドがある学区のように思えるので、やはり反対意見が出て当然だなと

思います。私も合併を経験しているからこそ思うんです。でも、先ほど

先生方がおっしゃられたように、やっぱり人数が増えるということって

すごく大切な事と思うんです。１桁の生徒数でやっているよりも、今、

正直、笹島小中学校は合併しても１クラスなんですけど、今もし合併し

ていなかったらと思うと１桁の子どもたちでやっているかと思うとぞ

っとします。今３０人前後いますけれど、そうするとやっぱりクラスで

もいろいろなグループができますので、人数がたくさんいるということ

は小学校において必要な事だと思いますので、先ほど先生方がおっしゃ

られたような説明を、地域のみなさんに、もちろん今までもされている

と思いますが、丁寧に丁寧にしていただいて、あまりにも反対意見があ
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ると、子どもたちもちろん不安になると思いますし、こんなに反対の学

校に行くのかと子どもたちに思わせるのはかわいそうな事ですので、よ

り丁寧に説明をしていただきたいと思います。もうひとつは、もしこれ

が進んでいきますと、２年の計画の後、３年の改修工事を経て５年後に

開校ということになると思いますけど、この３年の間に千鳥小学校と白

水小学校の子どもたちは同じ学校に通うので、そこでコミュニティがで

きると思うんです。そこのなかでも柴田小学校は一番小さな学校なの

で、その小さな学校の子が大きな学校に飛び込むということはすごく大

変なんです。私も経験しています。とても大変なことなので、このプラ

ンが進んでいくことになれば、その柴田小の子たちの心のケアとかそう

いうこともしっかりケアしていただければと思います。 

 

 ただいま、様々な学校の規模、通学路についてのご意見をいただきま

した。やはり委員の方から、人数は丁度いいのではないかといったご意

見もいただきましたけれども、クラス替えができないということで、人

間関係につまづきができた場合にリセットができないという事も出て

きてしまうと、６年間の間その状況を抱えたまま子どもたちが過ごさな

いといけないことから、我々としては統合によってクラス替えができる

規模を確保してまいりたいと、そうした中で子どもたちが本当にいろい

ろな経験ができるようなそういった学校にしていきたいというところ

がございますので、しっかりと保護者の方、地域の方に丁寧に説明の方

をさせていただきたいと思います。 

今、委員の方からありましたご意見としまして、工事している３年の

間に東校舎の千鳥小、白水小の子どもたちが最初に一緒になってコミュ

ニティができてしまうので、柴田小の子どもが大きなところに飛び込む

といった事が心配だとのご意見いただきましたけれども、一旦３年の工

事のスタートの段階で統合校といたしましては開校いたしますので、東

西校舎ということで様々な交流活動や例えば運動会とか様々な行事を

一緒にやったりですとか、お一人の校長先生のもとで学校運営を行って

まいりますので、全く３年後に知らない人達と会うといったことはない

様に、交流活動はしっかり進めていきたいと考えております。 

 また、他の委員の方からは、通学の安全対策とか熱中症対策のことに

ついてしっかり対応をといったご意見いただきました。現状、学校の方

では通学の安全対策につきましては、統合決定後、警察や土木事務所等、

しっかり行政機関に働きかけをしてしっかり対策をとっていきたいと

思っております。私が今別の所で担当しております港区の稲永小学校、

野跡小学校の方では、統合は決定しておるのですが、統合の開校に向け

て保護者の皆様、地域の皆様と一緒に統合校になる学校に一緒に歩いて

みて、通学路の危険個所等を洗い出して、今警察や土木に改善してほし

いとの要望を求めているような状況でございます。 
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 また、既にやられている学校もあると思いますが、地域の安全マップ

を改めて作って、こういった場所が危険だから、注意して歩きましょう

ですとか、交通のことだけではなくて、不審者が出やすい場所や暗い場

所だとかありますといった事もお話ししながら、開校に向けて安全対策

の取組等を進めているところでございますので、今回のケースでも統合

決定したあかつきには、そういった形で様々な協議をしながら安全確保

に取り組んでまいりたいと思っております。 

また、地域の方で協力していただけるお店を作っていくことも大切と

のお話で、子ども１１０番の家を増やすといったご意見もありました。

警察の方で行っている見守りの家ということで不審者等が出た場合に

駆け込めるような子ども１１０番の家。こういったものも、統合決定し

たあかつきには地域の方とご相談しながら、新たにご協力いただけるお

店等を増やしていくといった事もお願いをしていけるといいのかなと

思います。この学区、人が住んで見えるところの真ん中にバス通りがあ

りまして、商店ですとか、コインランドリーですとか、病院ですとか、

そういったお店はありますので、そういったところにご相談することも

ひとつの取組みなのかと思います。 

また、熱中症対策という事で、名古屋市の方でも施策としてクーリン

グスポットや避暑休みスポットを増やすということで、地域のお店に協

力していただいて、体調が悪くなった時に冷房の効いているお店の中に

駆け込んで座らせてもらうというようなそんな取組みもしているとこ

ろでございます。地域の町の薬局さんですとか、そういったところにも

お声かけさせていただいて、今徐々に増やしていっているという状況で

ございますので、熱中症対策につきましては、学校の方で先ほどおっし

ゃっていただいたようなネッククーラーですとか、日傘といった取り組

みもしているところではございますけれども、そうした地域の中で熱中

症対策の可能なお店を増やすという事の中で、子どもたちだけでなく

て、地域の方にとっても望ましい町にしていけることができるのではな

いかなと考えております。 

 また、跡地活用の点にもご心配いただきました。本当に伊勢湾台風で

非常に被害の大きかったエリアで、学校が指定避難所という形で指定さ

れているところでございます。統合校が開校したあかつきにも跡地につ

きましては、これまでの統合校にしましても全て指定避難所に指定させ

ていただいているところでございますので、防災の観点からも、このエ

リアはそういったご心配をたくさんいただいているというところでご

ざいますので、しっかりと防災の点につきましてはしっかり確保できる

ように教育委員会としても役所の内部でしっかり確保していきたいと

思っております。 

 

 友達関係の心配のお声があったんですけれども、建築の３年間の間、
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東西校舎の時が心配だとの話だったんですが、統合決定をしますと、そ

のあと２年間で新しい学校づくりを行っていき、そのあと３年で建設を

して新校舎が完成するというスケジュールの中で、最初の学校づくりの

２年間ついても、違う学校と違う学校の子どもたちができるだけ円滑に

友達関係が築けあげられるように交流活動を学校と共に話を進めなが

ら行っています。具体的な例としましては、中津川の野外学習を同じ日

程で設定をし、キャンプファイヤーを３校一緒に集う。ふれあいの丘と

いうアスレチックを一緒に遊ぶ。それ以外にもプラネタリウムの学習の

時に一緒に出掛ける。あとは校外学習を、同じ時間、同じ場所に行って、

例えば低学年の子だと公園に花を見つけに行ったりとか、虫探しに行っ

たりすることもあるんですが、そういったところも同じ時間帯に合わせ

て行って、そのついでにレクリエーションをやるなど、いろんな交流は

統合の前から考えていきます。その新しい学校になってどうするかとい

うことについても、関係の学校の校長先生、教頭先生、教務の先生と教

育委員会の私みたいな教員出身のものが、定期的にどんな学校にしてい

くかということを、細かなことも相談しながら、交流活動についても話

し合いをしながら進めていくという風になっています。 

 内山小学校と大和小学校が令和８年度に開校するんですが、先日、内

山小学校で作品展が行われました。その作品展に大和小の子たちが見に

行く。更に、見た感想を、カードに書いて壁に貼り付けてくるという交

流も統合前から進めているところです。あと、やっぱり子どもたちとい

うのは、新しい環境に入るという事で、心のケアが心配になってくると

思いますが、先日、今年度開校したたかしま小学校の例を考えますと、

統合前のところで、スクールカウンセラーさんに、友達のなり方、どう

したら上手く友達になれるかという授業をやってもらい、一人ひとりス

クールカウンセラーさんと関わるという取り組みもさせていただいて

おります。統合した場合には、スクールカウンセラーさんの配置も手厚

くするということは考えているところです。 

 

事務局からの補足説明ございましたが、何かご質問、ご意見ございま

したら。 

 

私も、子どもの学びの質の点を考えると、ある程度の学校規模という

のは必要だと考えております。それで、小規模校の方が目が行き届くの

ではないかというご意見もありましたけれども、そういう側面もありな

がら、逆に、先ほど事務局からの説明にもありましたように、小規模で

あることの教員の配置と適正規模の教員の配置を考えますと、かなり適

正規模の教員の配置が豊かになされることもあり、逆にそれだけ目が行

き届くということもあるんです。ですので、集まったら余計大変になっ

て、目が行き届かなくなった、過大規模校になると、もちろんそれぞれ
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の人間関係も疎遠になってくるということもあるんですけれども、この

程度の規模の学校であれば、その方が目が行き届きやすいということは

あり得るかと思います。これからの統合の今回ご提示いただいたデータ

を見ますと、最も早くて令和１２年ということになりますかね。そうし

ますと、ここで提示されているように、１９学級規模の学校になるとい

うことになれば、十分目が行き届く規模の学校になると思います。そこ

までのプロセスで、今、単学級の学校で急にこういう風になるわけでな

く、少し時間がございますので、先ほど来説明のありましたように徐々

に子どもたちの交流の範囲を広げ、事務局からご提示いただいた資料の

中で、今の段階でのそれぞれの学校と地域との関りについて、我々推測

をするしかなくて、データがなかったんですけれども、おそらく先ほど

の委員からのご発言もあり、手厚く地域と連携してやってこられたので

はないかと思いますので、その点、新しい学校になっても、これまでの

地域との関り、中学校区でのまとまりと言いますか、連携協力体制を今

の内から意識的に考えていくと、とてもいい中学校区ができていくんで

はないかと考えております。若干、不安に思っている点がありまして、

是非、事務局の方にお願いしたいんですけれども、事務局としては、今

日の参考資料１にありますように、これまでも丁寧にいろいろお話、ご

説明を進めてこられたと思いますが、実際に地域の側、保護者の側とい

いますか、未就学のお子さんをお持ちのご家庭の保護者であるとか、ま

だ自分事として十分に意識されていないご家庭もあるのではないかと

思います。機会としては十分説明会設けておられるんですが、参加率が

まだ十分でなはいようにもお見受けしますので、これから、何年後に今

の段階としては、こういうことを考えていて、それがそれぞれの地域に

お住いのお子さんにも関わっていくことだということを十分にご理解

をいただく、更に自分事と考えられるように説明していただければと思

います。 

 

ありがとうございます。今、保護者の方への周知が十分に足りていな

いのではないかとのご意見いただきました。参考資料１の方で、今年の

７月と８月に小学生の方、未就学児の方を対象に意見交換会という形で

行いました。小学生の方への意見交換会６回ほど各小学校で開催いたし

ました。午前中と午後という事で計６回開催しまして、どこの会にお越

しいただいても千鳥学区の方が柴田にお越しいただいても結構ですし、

白水の方が千鳥にお越しいただいても結構ですといった形でさせてい

ただいております。結果といたしまして、世帯数ベースで申しますと、

小学生でご参加いただいたのが、４９２世帯中１０世帯１２人の参加で

ございました、また８月、未就学児の親御さんに意見交換会をさせてい

ただきましたけれども、住民登録のある方にこちらの方で行政目的とい

うことで、住民登録を確認してお手紙出させていただいて、４２５世帯
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中１９世帯、３５人の参加という事で、こちらもどの学区に参加いただ

いても結構ですという形でやらせていただいたんですけれども、委員お

しゃるとおり参加された人数は少なかったというところがあるのかな

と思います。今後も保護者の方、地域の方に説明していく機会は出てき

ますので、しっかりと周知説明ができる体制を心がけて、また、自分事

ととらえていただけるような形で、わかりやすく伝えるという事をやっ

ていきたいと思います。 

また、委員の方から統合が早くて令和１２年とおしゃっていただいた

んですけれども、この資料の子どもの推移上、我々の推計がお示しでき

るのが令和１２年度となっておりますので、１２年度ということでおっ

しゃっていただいたのかなと思いますが、今、こちらの方審議会でご審

議いただきまして、答申の方いただいて、令和６年度は年度末に近づい

てきておりますので、仮に令和７年度に統合決定した場合は、令和１０

年度に統合校が東西校舎として開校いたしまして、１０年度を含めまし

て、１０、１１、１２年と工事の方、行ないまして、令和１３年度に新

校舎が完成するといったスケジュールになっております。 

また、学校と地域の連携を引き続き継続をしてしっかり取組みいただ

きたいとご意見をいただきました。現在、名古屋市の方では、地域組織

との連携とか学校評議員制ということで、学校の方、地域の方にお入り

いただきまして、様々なご意見をいただいて学校運営を進めているとこ

ろですが、今後、コミュニティスクールといった取り組みも来年度以降

教育委員会の方で取り組むといった予定になっておりますので、引き続

き、地域の方、保護者の方とは、地域の課題等について意見交換をしな

がら学校運営に生かしていきたいと思っておるところでございます。 

 

先ほど、教員の配置という話を委員からいただいたとおもっていま

す。適正規模の一定の人数がいるのは、子どもにとっていいというよう

なお話だったかとおもいますが、一方で、学校の運営する側、教員の側

から考えた場合に、自分もやっていたという経験を基にお話させていた

だきたいと思っています。やっぱり、学校運営上、規模が小さいと、ど

の学校でも同じように学校の分担するお仕事、校務分掌というものが、

どの学校でも同じようにあると考えますと、教員一人当たりの業務とい

うのも、小規模校になると、教員一人が受け持つ校務分掌も増えてしま

うという負担があります。あと、教員の配置のバランスが、偏ったもの

になってしまうという心配もあります。もう一つ、学校運営上の課題と

言えば、小規模校だとできないこととして、私自身も単学級の小学校の

担任を何度も勤めたことあるんですが、２クラス以上あれば、学年の先

生が困った事象に対して、相談をするとか、協力することができます。

運動会とか学芸会の行事についても、一人で全部考えてやるのと、二人

で分担してやるのでは一人の担任の先生の負担が違うと思います。です
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ので、やっぱり一定の規模の学級であれば、担任の先生の負担が重くな

ることも避けられて、先生が元気でいることというのは、最終的に子ど

もたちの前に立って、子どもたちに元気な姿を返していけることに繋が

っていくと考えていますので、やっぱり一定程度の規模というのは、必

要ではないのかなと、自分の経験上考えました。 

 

よろしいでしょうか。確認ですけれども、統合しても学区は変わらな

いということですよね。なので、３学区はそのままで、協力しあう体制

を作れるかという問題になってくるという認識でよろしいですね。 

 

会長おっしゃられたように、統合して子どもたちの通学する学校は一

つになりますが、地域活動、学区単位はこれまで通り地域それぞれでや

っていただく。これまでの統合校の事例につきましてもそれぞれの地域

の方で活動いただきまして、現在も地域の行事ですとか、防災訓練など

も行われているとお聞きしております。 

 

今、教員のチーム制も今言われたように、地域間のチーム制といいま

すか、協力というのも進めていくような形が、今後統合した場合は想定

されるという事でそういう風に考えてよろしいですかね。 

 

統合校の開校に向けて、地域の方、保護者の方、ともになって、学校

の開校準備に取り組んでまいります。その中で、安全対策の一環として

１１０番の家を増やすとか、避暑的なスポットを増やすと言ったところ

の中で、子ども安全だけでなくて、地域の様々な方の安全と言ったとこ

ろの確保に取り組むといった中で、お互いにお互いの地域のことを思い

ながら連携をと取っていくというのはできるといいのではないかと思

っております。 

 

いろいろご意見いただきました。よろしいでしょうか。 

 そうしますと、統合の取り組み自体について、委員の皆様も必要で

あると捉えていただいているように思いますが、事務局の説明にあり

ましたとおり、ちょっと我々の心配しているところは、繰り返し地域

や保護者に対する説明を行ってきたものの、地域から反対のご意見が

あったり、また、反対の署名活動も行われているところです。 

 この状況を踏まえると、もう一度審議会を開き、状況の変化を確認

して、地域からの反対意見に対する教育委員会としての回答や対応案

を示してもらった上で、先ほど回答や対応をしていただいたかと思い

ますけれども、改めて地域に対する取り組み、客観的な観点から審議

することが望ましいと思っておりますが、もちろん今日、答申案を用

意しているわけではありませんので、もう一度この審議会を開かせて
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いただくことが望ましいかなと思いますが、いかがでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

それでは、もう一度この会を開かせていただくという事で、そのよ

うに進めさせていただきます。ありがとうございました。それでは、

最後に次第２「その他」でございますが、委員の皆様からご意見がご

ざいましたら、お願いいたします。 

 

特にないようですので、以上をもちまして、名古屋市子どもいきいき

学校づくり推進審議会を終了いたします。皆様ありがとうございまし

た。それでは事務局にお返しいたします。 

 

はい。会長ありがとうございました。委員の皆様、本日はお忙しい中、

大変熱心なご審議をいただきまして誠にありがとうございました。傍聴

者の方はここでご退室をお願いします。 

 

 


